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　山谷の町は大きく変わってきています。山谷で

は有名な「いろは会商店街」にたくさんあった昔

ながらの小さな店はほとんどなくなって、路上生活

を送る人が雨をしのぐことができた商店街のアー

ケードも老朽化のため解体されてしまいました。廃

業する簡易宿泊所も増えてきて、その代わりに高

層マンションだらけの町になりました。

　路上で生活する人が寝泊まりできる場所や、

昼間に身体を休めることのできる場所はだんだん

と少なくなったように感じます。彼らはいったい、

どこにいればよいのでしょうか。

　新型コロナウイルス感染拡大前に活動を支えて

くださっていたボランティアの皆さんの多くは、４年

もの長い空白の間に事情が変わってしまい、戻っ

てこられません。さらに、活動を手伝ってくれてい

るおじさん達も年をとってきました。それぞれ持病

で病院に通いながらも、体調がよい時には手伝い

を続けてくれています。ときどき心配になりますが、

まだ元気なうちは頑張りたいというおじさん達の気

持ちに大きく支えられています。

　山友会は無料診療や生活相談、炊き出しなどさ

まざまな支援を行っています。ただ、最も大切な

ことは、孤独で苦しくなった心を軽くすることです。

そのためには、友人や家族のような共同体が必

要です。

　私には持病があり、訪問看護師が定期的に訪

問してくれています。このあいだ看護師さんが家

に来た時、ちょうど２～３人のおじさんが立ち寄っ

てくれていました。おじさん達と私が賑やかにして

いる様子に驚いた看護師さんは、「ジャンさんには

家族以上の家族がいますね」と言いました。その

言葉を聞いて、私はとてもうれしかった。

　山谷の町が変わっても、世の中が大きく変わっ

ても、この温かく大切な共同体をずっと残していき

たい。そのために、山友会は何をすべきなのかを

おじさん達、スタッフ・ボランティアの皆さん、そ

してご支援いただいている皆さまと一緒に考え続

けていきたいと思います。

　いつも山友会の活動をご支援いただき、誠にあ
りがとうございます。
　新型コロナウイルス感染拡大が収束傾向にあ
り、隅田川花火大会や花見など山谷の町にも賑わ
いに彩られた日常が戻りつつあると感じます。しか
し、高齢者や病気を抱えながら暮らす方の多い
山谷地域では、さまざまな感染症の脅威に備えて
おかなければなりません。
　４年にわたるコロナ禍を経て、山谷の町並みは
変わっていきました。簡易宿泊所や小さな商店、
居酒屋は徐 に々姿を消しています。２０２０年の東
京オリンピック・パラリンピック以降、不動産や土
地の価格は上昇しているようで、山谷地域でもマ
ンションの建設ラッシュが起きています。一時はほ
とんど見かけなくなった、外国人観光客や留学生
の姿を多く見かけるようにもなりました。
　山友会では感染防止のために活動を中止・縮
小していた「居場所・生きがいづくりプロジェクト」
と「山谷・アート・プロジェクト」を段階的に再開
したほか、食堂での昼食提供も２０２３年８月から週
1回のみ再開しています。今後、スタッフを確保
してコロナ禍前のように昼食を提供できるようにし
ていきたいと考えています。
　山谷地域の簡易宿泊所は、歴史的に住まいを
失った生活困窮者の受け皿となってきました。再
開発に伴い、簡易宿泊所が減少していることで、
その受け皿が失われつつあります。さらに、新た
な住民が増え街並みも変わっていくことで、山谷
のおじさん達の居場所となってきた山友会事務所
前の路地も、多くの人たちが集うことが難しくなっ
てくるかもしれません。このような状況に、地域の

不動産仲介業者や居住支援法人などと連携して
対応していくことを考えています。
　山友会クリニックを受診した患者で症状が重篤
な場合、基本的には生活保護制度などを利用して
専門医療機関での治療につなぎますが、なかに
は事情により生活保護を受給できなかったり、制
度利用を拒まれたりする方もいらっしゃいます。そ
うした方へ無料低額診療事業を行う医療機関に
検査や治療を依頼することが増えてきました。
　また、簡易宿泊所やアパートで暮らす方で、精
神疾患や認知症をはじめ様 な々障害を抱えている
ことなどで必要な医療にアクセスできていない人
に対して、訪問診療や訪問看護などの地域の医
療サービスへつなぎ、その後の健康管理の支援を
行うことも多くなっています。
　簡易宿泊所で暮らす方々の高齢化を踏まえる
と、必要な医療につなぐために、地域の医療機
関などとの連携をより深めていかなければなりま
せん。
　一方で、山友荘や相談室、食堂のスタッフが
不足した状況が続いています。必要な人員が確
保できないまま、スタッフたちは日常の活動に忙
殺されている現状です。地域の変化に対応し、支
援対象者の多様化するニーズを受け止めていくた
めには、人材確保は急務です。
　苦しい状況ではありますが、社会から孤立し生
活に困窮した人々の住まいと居場所、そして命と
暮らしを守るために私たちは今後も努力を続けて
いきます。今後とも皆さまのご支援を賜りますよう、
宜しくお願い申し上げます。

ルボ・ジャン
代表挨拶

大脇  甲哉
理事長挨拶
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町の変化に

どう向き合っていくか
特集

労働者の町から福祉の町へ

　１９５０年からの朝鮮戦争特需を契機とした好景

気から高度経済成長期にかけて起きた土木・建

設作業などの労働需要急増を受けて、山谷の町

には全国から労働者が集まり、「労働者の町」と

知られるようになりました。昭和３８年（１９６３年）

には、２２２軒の簡易宿泊所に約１５，０００人もの労

働者などが宿泊していたようです。また、多くの労

働者で町が賑わい、警察官や仕事を斡旋する悪

質な手配師などからの不当な扱いや、社会からの

偏見・差別を背景とした暴動が頻発していたこと

も、そのころの出来事として知られることです。

　中世より山谷地域は地理的に街道に近く、人の

往来が多い場所であったため、江戸時代には街

道に沿って「木賃宿」と呼ばれる安宿が立ち並び、

現在につながる街並みができました。とくに明治

時代以降、時代の変化のあおりで仕事や土地を

失った人たちが木賃宿に多く集まるようになったよ

うです。南千住駅の傍に貨物駅として現在も残る

「隅田川駅」は、その頃から物流の中継地として

石炭や材木が集められていました。その積み下ろ

しに多くの人手が必要であったことが、山谷の町

に労働者が集められることにつながります。その

後も、大火災や震災からの都市再建、戦後復興

に必要となった人手が、山谷の町に集まった労働

者や困窮者によって賄われてきました。

　バブル経済崩壊後は土木・建設の労働需要が

激減したことで、山谷は深刻な仕事不足に陥りま

す。長期にわたって失業した労働者のなかには、

路上生活を続けなければならない人が増えまし

た。平成１９年（１９９９年）には、山谷およびその

周辺で路上生活を送る人が約１，５００人いたといわ

れています。高齢や健康状態の悪化により働くこ

とが難しくなった人などで生活保護を受給する人

が増加。こうした住まいのない生活保護受給者の

受け入れに、簡易宿泊所が活用されたことで、「福

祉の町」と呼ばれるようになりました。

「高齢者の町」を支える先駆的な取り組み

　社会状況や経済・雇用情勢の変化に加えて、

行政による路上生活者対策や民間団体による支

援によって、路上生活を送る人の数は令和３年

（２０２１年）には１０８人にまで減少。また、山谷

地域の簡易宿泊所宿泊者のうち約９割が生活保護

を受給しており、宿泊者のうちおよそ７割が６５歳

以上という状況であり、「高齢者の町」へと姿を

変えています。

　また、１９９０年代ごろより民間団体によって開設

された施設の多くは、高齢で介護が必要であった

り、障害や病気を抱えていたりする生活保護受給

者などの生活支援を行う施設となっています。平

成２０年（２００８年）には、こうした居住支援や生

活支援を行うＮＰＯや、地域の医療機関、訪問看

護ステーション、介護保険・障害福祉サービスの

ほか、地域包括支援センターといった公的支援機

関などにより構成される「山谷・地域ケア連携を

すすめる会」が設立され、社会的に孤立し、さま

ざまな困難を抱えた人たちを支えるためのネット

ワークづくりが行われています。このように、山谷

地域の簡易宿泊所や生活支援施設で暮らす人々

の地域生活を支える取り組みは、高齢化が進む

日本において、未来の地域包括ケアのモデルケー

スとして注目されています。

「観光の町」への可能性と町の変化の新た
な流れ

　２０００年以降にビジネスホテルの形態に転向す

る簡易宿泊所が現れ、平成１４年（２００２年）に

開催された日韓ワールドカップの開催時期には一
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部の簡易宿泊所で外国人旅行客の受け入れが

始まったことをきっかけに、山谷の町は外国人観

光客やビジネス客向けの安価な宿泊施設の集ま

る場所としても知られるようになりました。さらに、

浅草や東京スカイツリーなど観光施設の整備が進

み、多くの観光客が訪れるようになっています。

　ビジネス・観光向けの簡易宿泊所は、令和３

年（２０２１年）の段階で１３軒あり、山谷地域の簡

易宿泊所全体の約１割にあたります。また、令和

元年（２０１９年）ごろからは、老朽化した簡易宿

泊所がマンションなどに建て替えられるようになり、

若年層の移住者も増加しています。

まちづくりの方向性と今後の課題

　台東区の「都市計画マスタープラン（平成３１

年）」において、山谷地域を含む台東区北部地域

は「人 が々共生し住み働き続けられる便利なまち」

という将来像が掲げられています。さらに、北部

地域の既存の建物などを活用したまりづくりの推

進のために、簡易宿泊所密集エリアについては、

外国人観光客等の増加を見込んで、観光向けの

宿泊施設への転換を促進することがまちづくりの

方針に挙げられています。

　ほかにも、安全で快適な住みやすい生活圏の

形成のために、山谷地域については、これまで取

り組んできた環境衛生などの地域環境改善対策

や就労対策、福祉・保健衛生対策を引き続き進

めていくことなども方針とされています。

　その一方で、町の再開発の影響による立ち退き

などで、山谷地域の簡易宿泊所やアパートで長年

暮らしてきた人が住み慣れた山谷の町に住み続け

られなくなることや、簡易宿泊所や低家賃物件の

減少により、社会から孤立し生活に困窮した人々

の住める場所が限られていくことが懸念されてい

ます。また、新たな住民や観光客向けに街並み

が変わっていくことにより、山谷で暮らしてきた人

たちが気軽に集えていた場所も少なくなっていくの

かもしれません。

町の変化にどのように向き合っていくのか

　路上生活者が少なくなり、街並みが整っていく

のは世間的には好ましく受け止められるのでしょ

う。しかしそうなったとしても、さまざまな事情によ

り地域社会から排除されて山谷の町にたどり着い

てきた人たちや、私たちが活動をとおして出会って

きた人たちのように、社会から孤立し生活に困窮

した人 が々いなくなったわけではありません。

　ともすれば、新たな住民からの苦情や、それま

で山谷で暮らしてきた人とのトラブルなど、町の変

化にともなう不協和音が起こるのかもしれません。

そのときに多様な人々が互いに排除し合うことな

く、いかに共存していけるのかが問われているの

でしょう。そのためには、背景の異なる一人ひと

りの人間同士が対立せずに、少しずつ違いを認

め合うことが大切です。

　山谷の歴史が物語ってきたように、この町には

地域社会から排除された人などが、東京という都

市を形作るという社会の必要に応じるために、ま

るで大きな力に動かされているように集められてき

ました。この町の変化に向き合っていくときに、現

在の発展の影として存在した歴史を、何事もなかっ

たかのように消し去ることはできません。同じ社会

で生きる多様な人 が々共存していくために、私た

ちはこの町のあゆみから学ばなければならないの

だと思います。

（副代表　油井）
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ボランティアの医療従事者が、主に路上生活者など健康保険証を持たない方
に対して、無料診療を行っています。より専門的な治療が必要な場合には、
治療を受ける上で必要な公的支援制度の利用ができるよう相談室と連携しな
がら活動しています。

ク リ ニ ッ ク
活動報告1

　山友会クリニックでの活動場面では、簡易宿泊

所やアパートで暮らす方で、必要な医療を受けら

れていない人に対して、訪問診療や訪問看護など

の地域の医療サービスへつなぎ、その後も健康管

理の支援を行うことが多くなっています。今年度は

２名、末期がんの患者さんで、最期までお住まいの

簡易宿泊所で過ごしたいと希望される方がいました。

　おひとりは、突然体調が悪化して歩くこともでき

なくなり救急搬送したところ、骨にまでがんが転移

していることがわかった方でした。おひとりで歩く

ことが難しいため、山友会の近くにあるホスピス「き

ぼうのいえ」に入所されました。

　もうひとりの方は、数年前にがんの治療を受け

ていましたが、入院中の治療や対応から病院不信

となってしまい、退院後は治療を拒んでいました。

お住まいの簡易宿泊所の帳場の方よりご相談が

あって関わるようになりました。末期がんとわかる

と、出来るだけ住み慣れた場所で最期を迎えたい

と希望されました。がん治療を受けることは拒まれ

ていましたが、訪問診療の医師や訪問看護師の

方たちにご協力いただき、自分で動くことができな

くなる直前まで住み慣れたお住まいで過ごすこと

ができました。その後、最初の方と同じく「きぼう

のいえ」に移られました。

　おふたりとも、「きぼうのいえ」に入所されてか

らも、体調のよい時にはスタッフの方に付き添わ

れて山友会まで来てくれたり、時折私たちもお見

舞いに伺ったりしました。訪問看護師の方も折に

触れては様子を聞かせてくださり、皆さんと一緒

におふたりの看取りに関わらせてもらったように感

じます。退院後にひとりで生活できなくなってしまっ

た場合には、関東近圏の介護施設や病院に移ら

れ、最期まで関わることができなくなる方が多い

昨今、おふたりではあるものの最期まで住み慣れ

た山谷で過ごしたいという気持ちに添うことができ

ました。

　また、山友会クリニックを受診した患者さんのな

かには、様 な々事情で生活保護を受給できなかっ

たり、拒まれたりする方がおり、そういった方につ

いて無料低額診療事業を行う医療機関へ検査・治

療を依頼することが増えています。一方で、その

医療機関から診療を依頼されることも出てきました。

　経済的な事情を抱えた患者さんへの診療はもち

ろんのこと、関わりをもった患者さんが山谷の町

で安心して過ごしていけるように、地域の医療機

関などとの連携を深めていきたいと思います。

（クリニック看護師　関）

一年を振り返って

「マイクロ・ジャクソン」　肉眼では見えない。
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【2023 年度 延べ受診件数】

【新患数】

▼2023年度 山友会クリニック 活動実績

男性44人、女性２人
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【相談・支援内容分類】

延べ相談・
支援件数

年間
相談者数

安否確認

【路上生活者巡回相談事業 事業実績】

（うち新規相談者）
地域生活サポート
対象者数

通院支援

生活保護利用支援
服薬管理

転宅支援
介護支援

緊急一時宿泊
金銭管理

就労支援
住所設定支援

障害福祉サービス利用支援

債務整理支援

１．巡回回数

２．巡回
　　相談実績

３．地域生活
　　移行者

４．見守り
　　支援実績

医師 24回
看護師 24回
生活相談員 48回

（精神科医 12回　整形外科医 12回）
（月2回）
（月4回）

■延べ声掛け人数

■対象者数

※姓名が確認できない対象者が重複して数えられている可能性あり
うち、長期路上生活者65人  姓名または姓か名が把握できた人数62人

■巡回時医療相談回数　375回　（巡回1回あたり 7.8回） 

（巡回1回あたり 14.4人）692人
173人

4名 内訳）簡易宿所 4名

内訳）生活相談 45名、山友会クリニックでの無料診療 25名
生活相談等に至った人数 45名　（うち長期路上生活者 34名）

生活上の問題や健康上の問題に対しての相談支援、ホームレス状態にあった
方が、アパートやドヤ（簡易宿所）等での地域生活に移られた後の地域生活
サポート（見守り、関係機関との連絡調整、緊急時対応 等）を行っています。
来所される方々に対してお茶や日用品も提供しており、山友会を訪れる人々
にとっての憩いの場にもなっています。

相 談 室
活動報告2 一年を振り返って

▼2023年度 相談室 活動実績

－ちゃんと水分摂らないと病気になっちゃうよ。
山友荘のおじさん「もうなってるんだよ！」

　相談室の壁には、とある新聞記事の切り抜きが

貼ってあります。そこには「居場所は単なる場所で

はなく心のよりどころなのです」と書かれています。

　山友会事務所の前は、路上生活の方や簡易宿

泊所で独居の方が孤独にならないよう、交流の場

となっています。他のおじさんと雑談しに毎日来る

人、病院を受診した結果など自分の状況を伝えに

来る人、仕事帰りや買い物の途中に立ち寄る人、

それぞれの人にとっての心のよりどころです。

　この場をはじめ山友会の活動には、活動を手

伝ってくれるおじさん達の存在が欠かせません。し

かし、そんなおじさん達もご高齢の方が多くなり、

無理をさせられないと感じる状況がだんだんと増え

てきました。

　最近の山谷地域は高齢化が進み、福祉の町へ

と姿を変えていますが、山友会を頼って訪れる人

にも変化を感じます。最近では、若い方や都外か

らの相談が増えました。

　１月、沈んだ表情の若い男性が地方から訪れま

した。１０年ほど勤めた介護の仕事を辞めてから酒

浸りの生活になってしまい、このままではダメになっ

てしまうと苦しい現状から逃れるように山谷へやっ

て来たようです。疲れている様子で、彼の表情か

らはこの先のことを考える余裕は感じられませんで

した。ご本人のペースを大事にして一緒に考えて

いきたいと思い、山友会前で一緒に椅子に座って

雑談をしたり、事務所を訪れる人たちの様子を眺

めて過ごしたりといった時間を数日過ごすうちに、

だんだんと彼の表情が明るくなっていきました。

　そんなある日、「最後に東京に行ってみたかった

んです」と、ポロっと言った彼の眼差しは、未来

を見据えていたようでした。そこから、生活保護

制度の利用など具体的な支援の話を進めていきま

した。「この場所に来てよかったです。戻ってこれ

から頑張ってみます」と彼は言って、もともと暮ら

していた場所に帰っていきました。

　彼にしてあげられたことはほんのわずかでした

が、帰っていく彼からは見えないエネルギーのよう

なものを感じました。おじさん達が集まって生まれ

る事務所前の雰囲気が、彼の心に触れたのかも

しれません。新聞の切り抜きの言葉を体感したよ

うな出来事でした。時代が変わっても、相談室は

山友会を訪れる方たちにとって、「心のよりどころ」

であることを大事にしていきたいです。

（相談室　金内）

　１月、沈んだ表情の若い男性が地方から訪れま

した。１０年ほど勤めた介護の仕事を辞めてから酒

浸りの生活になってしまい、このままではダメになっ

てしまうと苦しい現状から逃れるように山谷へやっ

て来たようです。疲れている様子で、彼の表情か

らはこの先のことを考える余裕は感じられませんで

した。ご本人のペースを大事にして一緒に考えて

いきたいと思い、山友会前で一緒に椅子に座って

雑談をしたり、事務所を訪れる人たちの様子を眺

めて過ごしたりといった時間を数日過ごすうちに、

その他



14 15

年間炊き出し
延べ配食数

【木曜炊き出し・アウトリーチ】

アウトリーチ
訪問件数
年間実施回数

アウトリーチ
訪問件数

年間実施回数

炊き出し・アウトリーチ
活動報告3 一年を振り返って

　ここ最近、上野界隈にはたくさんの旅行者が訪

れます。しかし夜更けに上野を訪れると、シャッ

ターが閉まった駅付近に多くの路上生活を送って

いる人たちの姿が見られます。ダンボールを敷い

て毛布にくるまって寝ていても寒いのでしょう。じっ

と座っていた７０代の男性が言いました。

「よく寝られて３～４時間。足音や騒音で寝られない

ことが多いよ。夜明け前には起きる。シャッター前

で寝ていると、働いている人の迷惑になるからね」

　毎週水・木曜日に隅田川河川敷で行っているア

ウトリーチのほか、月２回の上野駅付近の夜間ア

ウトリーチ（上野アウトリーチ）も継続しています。

食品などを渡しながら、路上生活を送る方に声を

かけて無料診療や生活相談につないでいます。

　３月の水曜アウトリーチの時、桜橋付近で初め

て見る男性がいました。がっしりとした体格で、年

齢は６０代ぐらいです。

「足が痛くて歩けないんです。友人に相談したら、

山友会に無料のクリニックがあるからと勧められま

した」

　詳しく話を聞くと、相談した友人もかつて路上生

活をされており、アウトリーチで山友会と出会い、

病気の治療をするために生活保護を受給したよう

です。現在その友人は、安定した生活を送ってお

り、路上生活を送っていた頃の仲間たちに時 会々

いに来ているとのことでした。

　数日後、足の痛みを訴えた男性が、山友会を

訪れました。

「前は造園の仕事をしていました。でも、年末ぐら

いから仕事がなくなり、住んでいた寮も出されてし

まって。ちょうど寒さが厳しい１月からホームレスに

なりました」

　昼間は人目を避けるため出来るだけ歩いて過ご

し、夜は浅草の仲見世通りや隅田川の白髭橋の

下での野宿生活。炊き出しの情報は、親しくなっ

た路上生活の人たちに教えてもらったと言います。

「いきなり路上生活になって、どうやって生きてい

けばいいのか分からなかった。出会ったホームレ

スの人たちは、みんな親切でした」

　この話を聞き、路上生活の方たちも支え合って

生きているのだと思いました。

　炊き出し・アウトリーチの活動は、多くの方た

ちに支えられています。カイロや靴下、缶詰など

物品の寄付をしてくださる寄付者の方 、々炊き出し

のお弁当やおにぎりを朝から作ったり、アウトリー

チに参加してくださったりしているボランティアの

方 、々いつも活動を支えてくださる皆様に感謝して

おります。

（炊き出し・アウトリーチ　後藤）

山友会では、隅田川河川敷で毎週水曜日にテント生活の方々を訪問する
アウトリーチを行い、木曜日には炊き出しとアウトリーチを行っています。
多くのボランティアの方々とともに、食事の提供だけでなく生活相談や
健康状態の確認なども行っています。

「前は造園の仕事をしていました。でも、年末ぐら

▼2023年度 炊き出し•アウトリーチ 活動実績
【水曜アウトリーチ】

－そろそろ横になりますか？
山友荘のおじさん「なるよ！横でも縦にでもなるよ！」

【上野アウトリーチ】

年間延べ
配食数

年間実施
回数
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▼2023年度 食堂での昼食提供 活動実績

年間延べ
昼食提供数

クリニックの患者さんや相談室の相談者の方など、山友会を訪れた人々に無
償で昼食の提供を行っています。一緒に食卓を囲うことで関係づくりのきっ
かけにもなっており、「心もお腹もいっぱいに」なる食堂を目指しています。

食 堂
活動報告4 一年を振り返って

　食堂での昼食提供は、新型コロナウイルス感

染拡大の影響で２０２０年春より休止していました

が、２０２３年の８月から週に１回のペースで再開し

ました。再開にあたっては、まず専任のスタッフ

を募集し、休止前に手伝っていてくれたおじさん

達やボランティアさん達に声をかけるところから始

めなければなりませんでした。そして、再開の準

備が整ってきた頃に、山友会に来てくれていたお

じさん達にも声をかけて、ようやくスタートを切る

ことができました。

　こうして再開した食堂には、おじさん同士のクチ

コミで徐 に々食べに来てくれる方が増えて、現在

では１回に４０食前後の昼食を提供しています。コ

ロナ禍前には多い時で８０食ちかく提供していたこ

ともあったので、これからまだまだ賑やかになって

ゆくのではないでしょうか。

　食堂の運営に欠かせない存在が、食事作りや

片付けを一緒に担ってくださるボランティアさんと

おじさん達です。どなたも、再開にあたって勤める

ようになったスタッフよりベテランの方ばかりなの

で、「前はこうだったんだよ」「それは、ここに入っ

てるよ」などとスタッフに教えてくださることが多く、

頼もしいかぎりです。

　あるボランティアさんは、いつもサラダ作りを担

当してくださっているのですが、どんなご寄付の食

材が届いても、上手にサラダに取り入れてくださ

います。味付けに迷ったときは必ずそのボランティ

アさんに相談しています。

　あるおじさんは、人手が足りなくてピンチの時に

声をかけると、快くお手伝いしてくださいます。調

理のお仕事の経験があり、何をお願いしても器用

にこなしてくださいます。また、キッチンが混み合っ

ている時には、一緒に作業する人達の邪魔になら

ないように声をかけたり、スタッフに野菜の切り方

などを確認したりと、周りと協力して作業を進めて

いこうとする姿勢には感服します。

　一般の飲食店では、すでにコロナ禍前と変わら

ない形で営業しているところがほとんどだと思いま

すが、山友会の食堂にはご高齢の方が多く訪れる

ので、現在も手指消毒や黙食などの感染防止対

策を続けています。感染症の流行状況に気を配り

ながら、食堂を訪れてくださる皆さんが美味しい

食事を召し上がり、和んでいただける食堂をつくっ

ていけたらと思っています。

（食堂　小柴）

山友荘のおじさん「足が悪くなっちゃってダメだな。もう（年齢が）70か 80になるよ」
－だいぶ幅がありますね……。
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▼2023年度 山友荘 活動実績

山 友 荘
活動報告5 一年を振り返って

山友荘は、元ホームレスの方などで、介護が必要であったり、病気や障害の
ため一人で暮らすことが難しくなった方のための住まいと生活支援を提供し
ています。スタッフが常駐し、生活の見守りや支援を行うほか、食事の提供、
医療機関・介護事業所などとの連絡調整を行うことで、入所されている方々
の暮らしを支えています。

（寄付品でいただいたシャンプーを見て）「こんなに薄くなった頭で、なんだか申し訳ないね……」

　長く生活を送ってきた山友荘入居者の方たちも

年を重ねて、お別れの時を迎えることが増えてき

ました。

　山友会とは２０年近くの付き合いだったカセさん

（仮名）は、簡易宿泊所で生活しながらアウトリー

チや炊き出しを手伝っていました。精神的な不調

で閉じこもりがちな生活となり、体重は減り続けて

命が危ぶまれるまでにやせ衰えてしまったことで、

２年前に山友荘に入居しました。

　入居してから栄養状態はよくなったものの、口

数は少なく閉じこもりがちなカセさん。みんなで心

配して買い物などに誘っていましたが、「いや、い

いよ」と面倒くさそうに答えることが多かったので

すが、「こんなみっともない姿になったのを他人に

見られたくない」という気持ちがあったようです。

　昨年夏のとある早朝に道に迷って、動けなくなっ

ていたところを救急隊に保護されると、足が骨折

していたことが判明して入院します。しかし、しば

らくして病院から容態が急変したとの連絡。肩で

息をするカセさんに「早く治して帰ってきて」と声

をかけたのも甲斐なく、その数時間後に息を引き

取りました。

　昨年９月末には、１０年以上山友荘で暮らしてき

たカネシマさん（仮名）との突然のお別れがあり

ました。脳梗塞や心筋梗塞など、何度も命の危

機がありましたが、その度に生還を果たしてきまし

た。大病をするたびに介護が必要となったことで、

スタッフも生活面でのお手伝いをすることが多くな

りました。

　カネシマさんは、心配性な反面、持病にはよく

ないと説明されていることでも、好きな物を飲み

食いすることは譲れないなど、生活スタイルを頑

として変えないところがありました。周りが心配し

ても「俺がいいって言ってるんだからいいじゃない

か！」と、どこ吹く風。冗談が好きで、気が置け

ない相手とは互いに皮肉を込めた冗談を掛け合っ

ては、よく大笑いしていました。憎めない性格もあ

りますが、たくさん心配させられた分、みんなに

愛されていた方でした。

　おふたりとも、あまりにも突然のお別れとなって

しまい、スタッフだけでなくご本人のもとを訪問し

てくださっていた看護師さん、ヘルパーさんなど皆

さんがショックを受けました。

　突然のお別れであっても、ゆっくりとお看取りす

るお別れであっても、人生の旅立ちを見送っていく

ことがこれからは増えていくのかもしれません。私

たちが確かにできることは、見送った方たちの存

在と彼らとの思い出を忘れないでいることなのだと

思います。

（山友荘　油井）（山友荘　油井）

入所者数

退所者数
新規入所者１名

サービス付き高齢者向け
住宅 1名、他界2名
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▼2023年度 居場所・生きがいづくりプロジェクト 活動実績

年間延べ参加人数

居場所・生きがいづくり
プ ロ ジ ェ ク ト

活動報告６

一年を振り返って

ホームレス状態にある方や地域で暮らす元ホームレスの方などが、地域の中
で孤立せずに自分の存在を認められる居場所と、自身の生きがいとなるよう
な社会的な役割を手にすることを目的に、そうした方々が主体的かつ持続的
に参加できる居場所づくりや生きがいづくりをサポートしています。

　この１年では、メンバーのおじさん達が互いの

近況や町の変化等について話し合う「生きがい

づくりミーティング」と、メンバーが考えた「折り

紙の会」を月に1回ずつ開催。また、定例のク

リスマス会やお花見散歩も行いました。このほか、

２０２３年度のトピックスを報告します。

「まちづくりについて考えるミーティング」が
ついに実現！

　数年前からメンバーのおじさん達と「まちづくり

について考えるミーティング」の準備をしていまし

たが、それがついに実現しました。このミーティン

グでは、おじさん達が暮らす山谷地域の商店や旅

館の関係者の方をゲストにお招きし、メンバーから

質問をしたり、山谷の町について意見交換したり

して、同じ町にかかわる人同士で理解を深めること

が目的です。２０２３年度、このミーティングを２回実

施できました。１回目のゲストは簡易宿泊所の帳場

さん、２回目は映画喫茶“泪橋ホール ”の店主で、

どちらも山友会の近隣にある施設の方です。

　当日は、メンバーの皆さんが事前に考えた質問

に、ゲストのおふたりが丁寧に答えてくださいまし

た。そして、おふたりからメンバーたちへ質問され

るなどのやりとりもありました。ゲストの方とお互

いに理解を深めることで、自分たちの暮らす地域

の中で新たなつながりができたのは大きな成果で

す。普段見かけることがあっても、深くかかわる機

会はない近隣の方 。々そういった方たちと少しず

つつながっていくことは、この町に暮らすおじさん

達にとって貴重なものです。

「餃子を食べながら映画を観る会」に
胸を躍らせる

　泪橋ホール店主の多田さんから、「大きなスク

リーンで映画を観ませんか？ うちの名物の餃子で

も食べながら」という素敵なお誘いをいただきま

した。メンバーのおじさん達は普段なかなかない

スクリーンで映画を観るイベントに興奮し、仲間達

と楽しい時間を共有している様子でした。多田さ

んには素晴らしい機会を頂戴し、本当に感謝です。

生きがいづくりミーティングに新たな風

　山谷地域を中心に居住支援・生活支援などを行

う「ＮＰＯ法人自立支援センターふるさとの会」の

職員の方がこのプロジェクトに関心を持ち、２０２３

年の秋からミーティングに参加されました。１月以

降には、ふるさとの会の運営する施設の利用者さ

んもミーティングに参加してくださり、４名の方 と々

出会うことができました。皆さん、「まちづくりにつ

いて考えるミーティング」にもご興味を持たれたよ

うなので、メンバーのおじさん達と一緒に山谷の

町について考える機会になればと考えています。

（居場所・生きがいづくりプロジェクト　伊藤）

生きがいづくり
ミーティング実施回数

「Ｏさん、この間上野で見かけたよ！迷いなくお店に入っていきましたね」
「週１回通ってるからね！ 迷ってるのは人生だけだね（笑）」
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Teruo

HideakiDaimon

JiroHiroyoshi

山谷・アート・プロジェクト
活動報告７

　今年度は、写真部メンバーとともに外部のイベ

ントに参加する機会があり、さまざまな方 と々触れ

合えた１年でした。

　７月、山谷地域にある「訪問看護ステーションコ

スモス」より、隅田川花火大会の鑑賞会にご招待

いただきました。数年ぶりの花火大会に山谷の町

も大変な賑わいでした。メンバーは人混みの中や

コスモス事務所の静かな屋上で、夜空に上がる

壮大な花火にカメラを向け、それぞれに心動いた

瞬間を記録していました。

　１１月、早稲田大学の学園祭で、作品の展示と

山谷・アート・プロジェクトのプレゼンテーション

を行いました。来場された方 か々ら直接写真の感

想を聞けて、メンバーにとっては大変貴重な体験

だったようです。

　１２月には、３回目となるフォトコンテストを開催

し、表彰式を清川区民館にて行いました。前年に

引き続き「写真部メンバーと山谷地域を巡る撮影

会」も実施。参加された方 と々撮影を楽しみました。

表彰式では、審査員の方 か々ら受賞作品に対す

る熱いコメントをいただき、メンバーからは「来年

はもっとよい写真を撮りたい」という意欲的な言

葉が聞けました。

　今後もメンバーの皆さんが、現在の山谷や彼ら

の日常を記録することをサポートしてまいります。

（山谷・アート・プロジェクト　後藤　高木）

フォトコンテストの作品や写真

部のメンバーが撮影した写真は、

こちらからご覧ください。

一年を振り返って

KurakiKoji

MisaoMasaharu

Tokio

２０２３年写真大賞
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共 同 墓 地 の 運 営
活動報告8

　2023 年の夏、山友会を含む、山谷で活動す

る諸団体合同の慰霊祭が、玉姫公園で行われま

した。コロナ禍では、いつでも会えた人と会え

ない日々 が続き、気づいたらその方が亡くなって

いたということを経験しました。そのせいでしょう

か。こうした機会を通して、いま生きている仲間

と共に亡き仲間を想う時間がとても尊く感じられ

たのです。

　毎年くりかえされる供養の場で、いつもの友と、

いつもと同じように顔を合わせられることが、い

つもの場所で同じことを行えることが、いかにか

けがえのない幸せな時間であったかと、手を合

わせながら感じさせられました。

　慰霊祭では、路上に暮らす方、生活保護の

方、施設にて車椅子で生活する方、ケアワー

カー、ボランティアなど多様な人たちが、供養

の後に一緒にスイカなどを食べて、穏やかで楽

しい時間を過ごします。きっと、こうしたゆるや

かなつながりが、また次の一年を生きる力にな

るのでしょう。神様も仏様も、先立った大切な

方々も、仲良く過ごす私たちのことを、やさし

いまなざしでご覧になっているに違いありませ

ん。来年もまたいつもの場所で、元気な姿で再

会し、共に時間を過ごせることを願っています。

（光照院　住職　
吉水岳彦）

「死後もつながりを感じていられるように」という想いのもと、活動を通し
てつながりをもった、ホームレス状態にある方で無縁仏となってしまう方の
ための共同墓地を運営しています。2023 年度末までに 39名の方のご遺骨が
納められました。

いつもの場所で

「今の子ども達はかわいそうだよ。こんなに暑くちゃプールの水もお湯になって、涼しくならないだろうに」
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日付 イベント・講演

2023 年
5 月 10 日

東京社会福祉士会 司法ソーシャルワーク勉強会にて講演 
「山谷・地域ケア連携をすすめる会の取り組みについて」（副代表 油井）

5 月 23 日
東海大学医学部看護学科にて講義
「社会の変化に伴う地域の健康問題と支援の実際 -山谷地域の現状と山友会の取り組み-」
（副代表 油井）

8 月
公益財団法人ノーマライゼーション住宅財団発行
「第 33回 2023 福祉住宅建築助成実例集 ふれあい」
特集『労働者の町から福祉の町へ 山谷の「今」を訪ねる』

8 月 19 日
「山谷・地域ケア連携をすすめる会、自立支援センターふるさとの会共催 合同慰霊祭」
に運営協力

9 月 30 日 2022 年度 オンライン活動報告会

10 月 19日
soar 『「生きていても、死んだあともずっと一緒」
40年間ホームレス支援を続ける山友会とおじさんたちが築いた “家族以上の関係性 ”』
( 代表 ジャンと副代表 油井のインタビュー)

11 月 4日
早稲田祭 2023 早稲田大学ジャーナリズム演習 山谷・人と街の記録プロジェクトの企画
「山谷の人と街に出会う」にて山谷・アート・プロジェクトの活動紹介
（山谷・アート・プロジェクト 後藤）、写真展示

11 月 17日
東洋大学にて講義
「NPO法人山友会による路上生活者／ホームレス支援の取り組み」（副代表 油井）

12 月 2日
成城学園教育研究所研究助成「サステナブルな社会とライフキャリア構築」
シンポジウムにて講演 「ホームレスと社会的孤立をめぐる社会課題の解決にむけて」
（副代表 油井）

12 月 21日 東京新聞 『山谷の今を写真に収める 日雇い労働者の町も変化 支援団体がプロジェクト』

2024 年
2 月 10 日

山谷・地域ケア連携をすすめる会
「第 2回 山谷地域の看護・介護・生活支援のお仕事説明会」に運営協力

2 月 12 日
一般社団法人あだち子ども支援ネット主催 コネクトリンクフォーラム「貧困を語る」にて
講演 「貧困はアートで癒されるか？」（山谷・アート・プロジェクト 後藤）

3 月 3日
”りんりんふぇす山谷 sing with your neighbors”  
座談会「東京を支えてきた街 "山谷 "を知っていますか？」に登壇（副代表 油井）、
「山谷の歴史」パネル展示、山谷・アート・プロジェクトの写真展示　

社会的包摂を推進するための
普及・啓発事業

活動報告9

一年を振り返って

　「どういう理由でホームレスになるのですか？」

　「なぜホームレスを続けているのですか？」

　というご質問を見学にいらした方から受けることが

多くあります。路上生活を送る人と深く関わる機会が

ない方たちにとっては、気になるのはもっともです。

　ホームレス状態にある人の存在は世の中からは

見えづらくなっています。住まいや仕事がないこと

ばかりが路上生活を送る人にとっての問題とされ、

その背景にある、誰にも助けを求められないほど

に社会から孤立し、前向きに生きる力を失ってしま

うという根本的な問題に気が付くことが難しいの

は、その見えづらさからなのでしょう。ホームレス

問題のように社会的孤立や孤独感に伴う問題は、

見えづらいがために正しく理解されることも難しく

なってしまいます。

　私たちの活動の現場で起きている現実や活動

の価値も同様です。社会的に孤立し困窮した方た

ちの置かれている状況、そうした人 に々向き合うス

タッフやボランティアの方 の々想い、そして、ご支

援いただいている方たちの想いなど、世の中から

は見えていない現実や活動の意義を丁寧に汲み

取り、多くの人たちに届けていくことで、理解と共

感を生み出すことにつながっていきます。そのた

めに、ホームページやSNSなどを通した情報発信、

マスメディアの取材やご見学の対応などの取り組

みを行っています。

　こうした取り組みを通して、ボランティアへのご

参加やご寄付など、問題解決に参加していただけ

る方を増やしていくのも私たちの役割です。見学

された方の中には「私たちにできることは何です

か？」と尋ねてくださる方もいらっしゃいます。ボラ

ンティアやご寄付もそうですが、私たちの活動を

通して知ったことを身近な人たちに伝えていただく

ことで、その存在が忘れられがちなホームレス状

態にある方々のことに思いを巡らせる機会になる

のです。

　このように支援の現場と社会をつないでいくこと

で、少しずつ社会が変わっていくと信じています。

（広報担当　後藤将之）

イベント・講演・メディア掲載

ホームレス問題や山谷地域で起きている社会的孤立を背景にした問題を根本
的に解決していくためには、多くの方々のご協力が欠かせません。ホームレ
ス問題や山谷地域の現状、そして山友会の取り組みについての情報を発信し、
問題解決に向けた参加を促すために様々なイベントや講演活動、マスメディ
ア等の取材への対応を行っています。
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項目 金額
受取寄付金 31,605,666 
受託事業収益 17,227,368 
自主事業収益（山友荘） 11,774,480 
受取補助金 319,000 
雑収益 531,800 
正会員受取会費 102,000 
受取  利息 255 
合計 61,560,569 

収入の部

項目 金額
無料診療 ･地域保健事業 5,938,951 
給食サービス事業 2,415,809 
緊急一時宿泊事業 334,477 
居住支援事業（山友荘） 26,663,268 
生活相談・地域生活支援事業 10,175,562 

居場所･生きがいづくり
プロジェクト 805,734 

山谷･アート･プロジェクト 836,967 
共同墓地の維持・管理 62,926 
普及・啓発事業 5,764,551 
管理費 12,574,066 
合計 65,572,311 

支出の部

《 資 産 の 部 》
科　　目 金　　額

【流動資産】
  （現金・預金）
   現      金 94,080 
   当座　預金 42,313,125 
    ゆうちょ銀行① (39,365,424)
    ゆうちょ銀行② (2,947,701)
   普通  預金 94,458,216 
    みずほ銀行 (6,455,183)
    ゆうちょ銀行 (78,002,686)
    三菱 UFJ 銀行 (10,000,347)
    現金・預金 計 136,865,421 
  （売上債権）
   未  収  金 436,000 
    売上債権 計 436,000 

     流動資産合計 137,301,421 
 【固定資産】
  （有形固定資産）
   土      地 9,536,629 
   建      物 6,143,776 
   建物付属設備 5 
   構  築  物 1,116,000 
   車両運搬具 1 
   什器  備品 3 
   工具器具備品 2,161,234 
    有形固定資産  計 18,957,648 
  （投資その他の資産）
   差入保証金 12,630 
   敷      金 100,000 
    投資その他の資産  計 112,630 

     固定資産合計 19,070,278 
資産合計 156,371,699 

《 負 債 の 部 》
科　　目 金　　額

 【流動負債】
  未  払  金 1,079,255 
  預  り  金 116,955 
   源泉所得税 (54,655)
   住　民　税 (62,300)
    流動負債合計 1,196,210 

負債合計 1,196,210 

《 正 味 財 産 の 部 》
 前期繰越正味財産 159,187,231 
 当期正味財産増減額 △ 4,011,742 

正味財産合計 155,175,489 

負債及び正味財産合計 156,371,699  

[ 税込 ]（単位：円）
2024 年 3 月 31日 現在

貸借対照表    
特定非営利活動法人　山友会

監査報告書
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プロジェクト
836,967

給食サービス事業給食サービス事業
2,415,809

緊急一時宿泊事業
334,477

普及・
啓発事業
5,764,551

2023年度会計

「競馬は数字の哲学だ」
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　昨年５月から上野駅周辺のアウトリーチにボランティアと
して参加しています。第１・第３金曜日の夕方、ショッピン
グカートにお弁当をいっぱい入れて、上野駅周辺で路上生活
を送っている人々を訪問します。持ってきたお弁当を渡し「体
の具合はどうですか」と聞くと、皆さん笑顔でお話をしてく
ださいます。厳しい生活を送っているにもかかわらずに私た
ちを優しく受け入れてくださる、そうした人々にいつも心を
満たされています。
（カトリック成城教会　杉浦 雅昭 様）

一般財団法人日本メイスン財団様より山友会クリニック薬品購入費用とシェルター宿

泊費用のご支援、在日米国商工会議所様、公益財団法人毎日新聞東京社会事業団様より

活動費用のご支援、有限会社報徳佐野農園様よりお米のご支援、プレミアムウォーター

株式会社様より飲料水のご支援をはじめ、多くの企業・団体よりご支援をいただきま

した。誠にありがとうございました。

企業・団体からのご支援

支援者からのメッセージ

【マンスリーサポーターに参加する】（毎月の寄付）
クレジットカード決済・口座振替のいずれかをお選びいただけます。

お申込み方法などの詳細は右のQRコードから山友会ホームページ

（https://www.sanyukai.or.jp/monthlysupporter）をご覧いただくか、

山友会事務局までお問合せください。

【寄付をする】
－ご寄付の方法

　・郵便振替をご利用の場合

　　00100-2-158990　加入者名：山友会

　　※銀行振込をご希望の方は事務局までお問い合わせください。

　・クレジットカードをご利用の場合

　　https://sanyukai.or.jp/donation

　　上記 URL より、クレジット決済システムを利用してご寄付ください。

　　右のQRコードからもアクセスいただけます。

※寄付金受領証明書は 1月 1日～ 12月 31 日までの 1年間の合計寄付金額を記載し、

　翌年 1月～ 2月ごろにお届けいたします。 

　恐れ入りますが、ご理解の程宜しくお願い申し上げます。

【物品でのご支援をお考えの方へ】
その時に必要なものを山友会のホームページに掲載しておりますので、

そちらをご覧ください。

右のQRコードからもアクセスいただけます。

また、大変お手数ですが、発送前にご連絡いただけますと幸いです。

なお、薬品全般に関しては、市販薬、個人に処方されたものを含め、

受け取ることができませんので、何卒ご了承ください。

　アウトリーチを通して実際におじさんたちにお弁当をお渡
しできるのは、自分にとって幸せな時間です。毎年、教会で
は山友会の活動への寄付の呼びかけを行っています。「資金が
なくては無料診療所、炊き出し、食堂などの素晴らしい活動
ができなくなってしまう！」との危機感にかられ、クリスマ
スの時期には毎年ハラハラしながら募金活動をしております。
非力ではありますが、これからも宜しくお願いいたします。
（カトリック赤羽教会　石澤 哲也 様）

　昨年５月から上野駅周辺のアウトリーチにボランティアと
して参加しています。第１・第３金曜日の夕方、ショッピン
グカートにお弁当をいっぱい入れて、上野駅周辺で路上生活
を送っている人々を訪問します。持ってきたお弁当を渡し「体

ださいます。厳しい生活を送っているにもかかわらずに私た

ご支援について
ご支援のお願い
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